
らーの
  情報室ぽ
T O P I C S

ガンバロー三唱で要請実現へ気勢をあげる参加者左から交配舎、妊豚ストール舎、分娩舎１棟と小豚舎２棟

なはんプラザに開局した「FM  One」放送局

▲「近隣にエリアを拡大し、いずれはブランド登録まで発展させたい」と語る八重樫組合長

◀組合員が生産する、まろやかな
味わいと粘りが特徴の「二子さと
いも」

▲歴代の組合長らに感謝状と記念
品を贈呈

実際に触れながら生産現場を視察する参加者

　

Ｊ
Ａ
岩
手
県
中
央
会
は
９
月
18

日
、
基
本
農
政
確
立
岩
手
県
Ｊ
Ａ

代
表
者
集
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

県
内
の
生
産
者
な
ど
約
千
人
が

集
い
、
米
の
緊
急
需
要
調
整
対
策

や
戸
別
所
得
補
償
制
度
に
つ
い
て

国
会
議
員
ら
に
強
く
要
請
。

　

同
会
の
長
澤
壽
一
会
長
は「
水

田
農
業
の
将
来
が
心
配
。
次
世
代

に
安
心
し
て
引
き
継
げ
る
よ
う
な

万
全
な
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。

　

北
日
本
Ｊ
Ａ
畜
産
㈱
は
９
月
27

日
、
遠
野
市
附
馬
牛
町
に
完
成
し

た
小
豚
生
産
農
場「
本
社
農
場
」の

竣
工
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　

養
豚
施
設
は
繁
殖
用
の
親
豚
を

常
時
１
、２
０
０
匹
飼
育
し
、
年

間
で
２
万
７
、８
０
０
匹
の
子
豚

を
生
産
す
る
計
画
で
す
。
子
豚
は

肥
育
農
場
な
ど
で
育
て
ら
れ
出
荷

さ
れ
ま
す
。

　

式
典
に
参
加
し
た
約
60
人
は
、

稼
働
の
無
事
を
願
い
ま
し
た
。

　

花
巻
市
を
放
送
エ
リ
ア

と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ

Ｍ
ラ
ジ
オ
局
が
９
月
１

日
、
花
巻
市
大
通
り
１
丁

目
の
な
は
ん
プ
ラ
ザ
に
開

局
し
ま
し
た
。
放
送
局
の

愛
称
は「
Ｆえ

ふ

Ｍえ
む　

Ｏわ

ん
ｎ
ｅ
」

で
、
周
波
数
は
７
８
・
７

Ｍ
Ｈ
ｚ
。
市
や
Ｊ
Ａ
を
は
じ
め

70
以
上
の
団
体
と
個
人
が
出
資

す
る「
え
ふ
え
む
花
巻
㈱
」が
運

営
し
て
い
ま
す
。

　

花
巻
市
は
、
地
域
住
民
に
発

信
す
る
災
害
情
報
な
ど
を
瞬
時

に
網
羅
で
き
る
手
段
が
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
緊
急
情
報
の
伝

達
方
法
と
し
て
地
域
内
情
報
も

共
有
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ

Ｍ
に
着
目
。
平
成
18
年
か
ら
研

究
会
な
ど
を
立
ち
上
げ
る
な
ど

し
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

８
月
31
日
に
は
同
局
と
市
が「
災

害
時
に
お
け
る
緊
急
放
送
に
関

す
る
協
定
」を
締
結
。
開
局
後
は

試
験
放
送
を
経
て
、
９
月
６
日

か
ら
本
格
放
送
を
始
め
ま
し
た
。

　

当
面
の
放
送
時
間
は
午
前
６

時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
。
行
政

情
報
を
は
じ
め
地
域
住
民
の
暮

ら
し
に
密
着
し
た
情
報
が
発
信

さ
れ
る
ほ
か
、
Ｊ
Ａ
は
毎
週
月

〜
金
曜
日
の
午
前
７
時
30
分
か

ら
５
分
間
、
営
農
情
報
や
生
活

情
報
な
ど
を
メ
ー
ン
に
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
伝
え
ま
す
。

　

現
在
は
、
胡
四
王
山
に
主
送

信
所（
20
Ｗ
）を
設
け
同
市
と
紫

波
町
の
一
部
１
４
、５
５
０
世
帯

を
カ
バ
ー
。
年
内
に
中
継
所
を

順
次
整
備
し
最
終
的
に
は
市
全

域
を
カ
バ
ー
す
る
予
定
。
浅
沼

幸
二
代
表
取
締
役
は「
ラ
ジ
オ
を

通
じ
て
住
民
の
心
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
と
な
る
よ
う
、
市
民
に
愛

さ
れ
る
Ｆ
Ｍ
局
を
め
ざ
し
て
い

き
た
い
」と
抱
負
を
語
り
ま
す
。

　

北
上
市
二
子
地
区
の
農
家
を
中
心

に
構
成
す
る
二
子
さ
と
い
も
生
産
組

合
が
、
設
立
30
周
年
を
記
念
す
る
式

典
を
９
月
８
日
、
Ｊ
Ａ
二
子
支
店
で

開
き
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
組
合
員
の
ほ
か
、
Ｊ
Ａ

や
行
政
機
関
、
市
場
な
ど
か
ら
約
80

人
が
出
席
し
、
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
き

た
30
年
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
八
重

樫
忠
正
組
合
長
が
「
悪
戦
苦
闘
し
た

日
々
や
歴
代
組
合
長
と
の
思
い
出
な

ど
走
馬
灯
の
よ
う
に
蘇
っ
て
く
る
」

と
あ
い
さ
つ
。
歴
代
組
合
長
の
小
原

紀
美
也
さ
ん
と
及
川
正
則
さ
ん
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
で
Ｐ
Ｒ
に
尽
力
し
た

「
ふ
た
ご
い
も
の
こ
母
ち
ゃ
ん
の
会
」

の
渡
辺
竹
子
会
長
に
、
そ
れ
ぞ
れ
感

謝
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

同
組
合
は
昭
和
55
年
に
設
立
。
栽

培
技
術
の
確
立
と
普
及
を
重
ね
、
平

成
10
年
に
は
過
去
最
高
の
共
販
出
荷

量
６
５
８
ｔ
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

　

国
内
最
大
規
模
の
雑
穀
産
地
で
あ
る
花

巻
市
で
９
月
７
、８
日
の
両
日
、
県
産
雑

穀
の
Ｐ
Ｒ
と
販
路
拡
大
を
狙
っ
た
「
雑
穀

セ
ミ
ナ
ー
in
い
わ
て
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
当
Ｊ
Ａ
営
農
推
進
部
の
阿
部
勝

昭
部
長
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
有
識

者
５
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
展
開
さ
れ
た
ほ

か
、
最
終
日
は
栽
培
現
場
や
加
工
と
乾
燥

調
整
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

卸
・
小
売
業
者
や
マ
ス
コ
ミ
な
ど
全
国

か
ら
訪
れ
た
参
加
者
は
、
２
日
間
の
講
演

や
交
流
会
で
雑
穀
栽
培
に
つ
い
て
情
報
を

交
換
。
生
産
体
制
や
販
売
戦
略
、
品
種
の

特
性
な
ど
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
ま
し
た
。

花
巻
市
に
ラ
ジ
オ
局
が
開
局

Ｊ
Ａ
情
報
や
災
害
情
報
を
発
信

国
会
議
員
ら
に「
万
全
な
対
策
」を
強
く
要
請

基
本
農
政
確
立
集
会

子
豚
生
産
施
設
が
遠
野
市
に
完
成

北
日
本
Ｊ
Ａ
畜
産
㈱
・
本
社
農
場

30
年
の
歩
み
走
馬
灯
の
よ
う
に
蘇
る

二
子
さ
と
い
も
生
産
組
合

雑
穀
の
特
性
に
認
識
を
深
め
る

雑
穀
セ
ミ
ナ
ー

え
ふ
え
む
花
巻
㈱
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